
 

 

 

 
 
 

希望がふくらむ２学期のスタート 
 

学校に元気な声が戻ってきました。子どもたちの表情は明る

く、張り切っているように見えます。たくさんの取組や行事が予

定されている２学期、子どもたちの希望も大きくふくらんでい

ることでしょう。一人一人の新たな一面、やる気、成長を楽しみ

にしています。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。  
 

自主性の芽が伸びています 
 

小学校は一般的に、基礎・基本を重視して、知・徳・体をバランスよく身につけ

る段階とされています。その過程で、子どもたちに自ら学び考え行動する態度が育

まれることは誰もが願うところです。  

本校では昨年度、特別活動の研究に

着手しました。身近にある課題の解決

のために学級会で話し合い、合意した

ことを実践するという経験を重ねてき

ました。その影響でしょうか、今年度は

係活動をはじめ、自分の学級をよくし

ようと自ら工夫・改善する子どもたち

の姿が増えてきました。  

また、委員会活動でも５・６年生が通

常の活動に力を注いでいます。加えて

余力のある時には、学校生活がより充

実する取組を自分たちで考え出し、協

力して実践する様子も見られました。

代表的な取組は以下のとおりです。  
 
「梅雨のイベント」図書委員会  期間中に本を借りるとスタンプとしおりをプレゼント 

「はちみつ運動」健康委員会  ポスターを作成し、ハンカチや名札着用などについて啓発  

「除草作戦」環境委員会  校内の草が茂っている場所の環境を美化するために一気に除草  

「ぐるぐるあいさつ」計画・代表委員会 各学級で実施 朝の会で教室を回りながら次々にあいさつ 

「なかよし班バッジ」計画・代表委員会 なかよしタイムで使うバッジを班ごとに作製 より充実した活動に 

「熱中症予防キャンペーン」健康委員会  大きなペットボトル（絵）を持ち歩き、水分補給を呼びかけ 

「今成小ニュース」放送委員会  今週のできごとや耳よりな情報をお昼の放送でアナウンス 

「かたつむり運動」計画・代表委員会 清掃週間に合わせマップとシールとポスターで無言清掃を啓発 
 

自ら課題を見出すこと、解決に向け計画を立て粘り強く取り組むこと、困難を乗

り越え成就感を味わうことなど、子どもたちが自主性を伸ばしていくためには、多

くの時間や周囲の大人たちの支えが必要です。１学期に見え始めた自主性の芽が、

今学期さらに大きく健やかに育っていくことを念願しております。  
 

ほめて認めて、叱って諭し、また、ほめて伸ばす 

一人一人が 安心して 自分のよさを発揮できる学校  

令和６年８月３０日発行  

２年生「第３回学級会」の授業研究会より 

・転校する友達との「思い出に残るお別れ会」を提案 

・「本人に喜んでもらえるように」を目標に熱心な話し合い 

・学級の全員が意見を発表し、後日のお別れ会は大成功 

今年の中秋の名月は 

９月１７日（火）です。 


